




































































出額は 181（億米ドル）が 2014 年に











































る対外貿易により、1980 年代から商品輸出入と同時に始まった。中国が WTO に加盟する前
の 20 年間（1982 ～ 2001 年）に、サービス貿易総額は 46 億米ドルから 726 億米ドルまで約 16










割合は、1995 年の 17.9% から 2014 年には 12.4% へ減少したものの、金融危機前後も依然とし
て 2桁の割合を維持している。中国のサービス貿易の規模は商品貿易の拡大と同時に成長して
いるが、アメリカと比べてみると、まだその半分でしかなく、依然として低い水準にとどまっ
ている。確かに、世界中どこでも made in China 商品をみない日はないと言われるほど、中
国の商品貿易の競争力は高い。一方、成長している中国のサービス貿易は果たして、商品と同
じように競争力を持っているのだろうか。




















　そのため、まず、中国のサービス貿易の輸出成長率からみると、1983 ～ 2014 年の平均成長
率は約 12% であり、2008 年には世界金融危機の影響で -12% まで減少した。2010 年に 25.2%
の成長率まで回復したが、その後の成長は縮小し、2014 年に -7.3% まで再び大幅に減少した。
サービス産業の輸出と比べると、商品の輸出額は年々高くなり、2012 年以降、サービス輸出
額の約 10 倍となった。一方、1983 ～ 2014 年の平均輸入成長率は約 20% で、同じく 2008 年
の金融危機の影響で 2009 年には -0.04% となり、その後 2010 年の 21.7% と 2011 年の 28.1%






1982 年の 12.2% から約 20 年間横ば











ず、一方、サービス輸入／商品輸入率のはじめは輸出と同様に 12% 前後だったが、1985 年～

























の増加に伴い、旅行サービスは 2009 年から赤字に転じ、その後赤字幅を拡大させて、2014 年
には最大の貿易赤字項目となった 6。観光サービスの輸入はサービス貿易の輸入の約 62% を占




た、三菱 UFJ 銀行の調査によると、2005 年～ 2014 年の一人当たりの平均旅行支払い額は人
民元ベースと米ドルベースの両方を換算してみると、米ドルベースのほうが人民元ベースより
２倍支払い能力があった。つまり、人民元高により海外で中国旅行者の購買力が高くなってい









































協力枠組み協議」（中国語：海峡兩岸經濟合作架構協議、Economic Cooperation Framework 
Agreement、略称 ECFA）が 2010 年 9 月に発効した。ECFA は実質的には通常の 2 国間で締
結した FTA と同様であるが、中国と台湾は国同士ではないため、FTA という言葉を使わない。
ECFA は貿易（商品・サービス）、投資保障、経済協力、アーリーハーベスト、その他（紛争
処理など）の 5 章 16 条、5 つの付属文書から構成されている。ECFA の発効後、2012 年 8 月
に「海峡両岸投資保障および促進協定」と「海峡両岸税関協力協定」が締結され、2013 年 2
月に発効した。今回争議の焦点となった「海峡両岸サービス貿易協定」（中国語：海峡兩岸服











　ECFA の協議内容に基づいて、2011 年 3 月に双方の経済貿易担当機関がサービス貿易の展
開について交渉し、共同認識を持つに至った。2012 年 8 月に 8 回目の閣僚会談で双方のサー
ビス貿易協議本文および共同認識において市場開放項目を合意した。2013 年 6 月に中国上海
































側が求める合計 64 項目の開放を承諾した。そのうち 37 項目は新しく増加した項目もしくは中























































80 年代から 1995 年では約 0.5 倍だ
が、商品貿易や国内需要の拡大など
によって、年々上昇し、現在中国は
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China’s Expansion of trade in services and its impacts on Taiwan’s economy：
Examination of the Cross-Strait Service Trade Agreement 
between Mainland China and Taiwan
CHIANG HsiuHua
　Along with the expansion of merchandise trade, the service trade in East Asia has 
expanded greatly as well.  It influences the sustainable growth, job creation, and the 
development of business of the area.  This paper discusses the development of the 
service trade of China, which has thrived as the forcing drive in East Asia, the biggest 
merchandise-trading country in the world, and the central model of industrial clusters, 
and its impact on the economy of Taiwan.   
　East Asian economies need to institutionalize active trade agreements. However, what 
are the reasons for the recent move in Taiwan against signing the Economic Cooperation 
Framework Agreement (ECFA) with China? This paper analyzes the situation of the 
service trade of China, reviews problems pointed out by the Taiwanese side, such as some 
unfair and unequal parts of the agreement and the difference in economic scale between 
Taiwan and China, and discusses the policies and their influences on East Asia.  To 
conclude, although there are some worries for ECFA due to the regulations of the Chinese 
side, more emphasis should be put on the merits the agreement brings.  Not only can the 
agreement bring economic effects, it also helps both the Chinese and Taiwanese side in 
building up their strategies for East Asia.
